
              

お盆前に川底をきれいにします。 

～銅山
どうざん

川
かわ

の河川環境改善にむけて「弾力的管理」の試行運用～ 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省と水資源機構では、新宮ダム下流の河川環境を改善するために｢弾力的管

理」の試行運用を行っています。最大毎秒約１５㎥を１時間放流し、川底の付着藻類

や堆積物をきれいに洗い流します。 

放流日：令和８年８月５日（水）１０時００分から 

※フラッシュ放流によって川の水が急激に増えることがあります。 

※天候の状況等により中止する場合があります。 

●フラッシュ放流による効果    
 

 

 

 

 

 

 

●フラッシュ放流中の川の状況  

 

 

 

 

 

 

 

※本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.2.2 サステナブル四国プロジェクト】

に関連します。 

 

令和８年７月２９日 

国土交通省 吉野川ダム統合管理事務所 

水資源機構 吉野川上流総合管理所 
 

問い合わせ先（○：主な問い合わせ先） 

国土交通省 吉野川ダム統合管理事務所 

  TEL ０８８３－７２－３０００（代表） 

  計画担当： 副所長  石本
いしもと

 雅
まさ

幸
ゆき

 （内線２０４） 

       ○管理課長 山本
やまもと

 光昭
みつあき

 （内線３３１） 

独立行政法人水資源機構 吉野川上流総合管理所 

  TEL ０８８３－７２－２０５０（代表） 

  安全担当：○管理課長 出
いず

尾
お

 陽一
よういち

 （内線３３１） 

 

放流前 放流後 

放流によって川底の付着藻類を洗い

流します 

放流中 

放流時は一時的に川の水量が増えます 

放流前 放流中 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
放
流
の
実
施

４月 第４週の水曜日（ゴールデンウイーク前）

８月 第２週の水曜日（お盆前）

１２月 第３週の水曜日（お正月前）

※水曜日が祝日の場合は、前後の日に実施

令和８年度の実施予定

放流前

（令和７年８月６日）
最大15m3/s放流後

（令和７年８月６日）

フラッシュ放流による効果（最大15m3/s×1時間の放流）

放流によって河床がきれいになります

「フラッシュ放流」とは、一時的に放流量を増加して、川をきれいにする取り組みです。

フラッシュ放流は、最大15m3/sの水量を約1時間放流します。放流によって川の水

が急激に増え、川幅いっぱいに水が流れるため、フラッシュ放流の実施時には川の

中には近寄らないでください。

放流中

放流による水量の増加

放流前

４月２２日 ８月５日 １２月１６日（予定）



令和７年から放流に使える水量を増やしています

令和７年～令和６年

■ 富郷ダムの活用容量

■ 新宮ダムの活用容量

約２.３倍

約51.2万m3
約76.8万m3

約42.0万m3

Q.フラッシュ放流はどう変わるの？

A.これまでは夏に１回でしたが、令和７年から

年に３回放流します。

銅山川の河川環境改善の取り組み

Q.水は、どれくらい増えたの？

A.使用する水量を約２．３倍に増やしています。

Q.フラット放流はどう変わるの？

A.令和６年よりも約３０日長く放流することができます。

■問い合わせ先
計画担当 国土交通省 吉野川ダム統合管理事務所 TEL：0883-72-3000
安全担当 水資源機構 吉野川上流総合管理所 TEL：0883-72-2050

「活用容量」とは、河川の環境改善

に使用することができるダムに貯め

る水の量のことです。

影井堰からの放流は２つの方法を行っています。

◆フラッシュ放流：
一時的に放流量を増加して、川をきれいにする放流

◆フラット放流：
少量の放流を続けることで、通常の水量を確保する放流

※流況により変動する可能性があります


